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民憲章
I川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には

寵支化都市をめざす市民としての藷
をこめて、ここに市民憲章を定めます。
《いっぱいの住みよいあびこにします
胃生きと働き伸びゆくあびこにします
rもの夢を育て幸せなあびこにします
jを高め豊かなあびこにします
きまりを守り明るいあびこにします
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「

市民憲章

ノ3．
我孫子市役所秘
〒270－11義孫子市菱孫子1B

「

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にIi
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての：

りをもち､明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしま了
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしま7
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまで
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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二

お年寄りがお医者
さんにかかるとき

市
で
は
、
査
源
回
収
事
業
の

一
難
と
し
て
、
平
成
５
年
７
月

か
ら
「
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
ト

レ
ー
」
の
回
収
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
・
ト
レ
ー
の
回
収
は
、

市
内
公
共
施
設
及
び
ス
ー
パ
ー
、

事
業
所
等
を
は
じ
め
、
各
地
域

の
壷
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ

れ
、
回
収
も
軌
道
に
乗
り
、
特

に
公
共
施
設
で
の
回
収
通
が
予

想
以
上
に
減
少
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
回
収

老
人
医
療

の
話

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
ト
レ
ー
は
地

域
の
資
源
回
収
ス
ー
ー
ノ
ー
シ
ョ
ン
ヘ

誰
窪
蕊
藤
首
収
は
取
り
や
め
に

容
器
を
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
市
役

所
本
庁
舎
を
除
く
公
共
施
設
（
下

表
参
照
）
か
ら
撤
去
し
、
カ
ン
や

ピ
ン
な
ど
の
資
源
と
同
じ
各
地
域

の
査
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
ス
ー
パ
ー
・
事
業
所
等

に
お
い
て
の
回
収
は
従
来
ど
お
り

で
す
。今

後
も
市
民
の
皆
ざ
ん
の
ゴ
ミ

の
減
量
と
査
源
化
に
尚
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
壷
（
諏
）
０
０
１
５

医
療
技
術
の
進
歩
や
生
活
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
日
本

人
の
平
均
寿
命
は
年
々
延
び
続
け
、
こ
れ
に
比
例
し
て
老

人
保
健
の
医
療
費
も
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
老

人
医
療
制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
手
続
き

や
医
療
費
等
の
負
担
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
日
頃

か
ら
健
康
に
は
気
を
つ
け
、
明
る
い
高
齢
期
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。
Ⅱ
高
齢
者
福
祉
課
Ⅱ

護
溌
縫
議
腱
よ
る
医
療
制
度

シ
容
器
を
撤
去
す
る
公
共
施
設

8

かかりつけのお医者さんをつくり

信頼して相談するようにしましょう
一

▼表1．資格の取得と手続きの方法
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
制
度

は
、
和
歳
以
上
（
寝
た
き
り
な
ど

の
人
は
砺
歳
以
上
）
の
人
で
、
い

ず
れ
か
の
医
療
保
険
（
国
民
健
康

保
険
・
職
場
の
健
康
保
険
・
組
合

保
険
等
）
に
加
入
し
て
い
る
人
が

適
用
さ
れ
る
制
度
で
す
。

◎
資
格
の
開
始
日

、
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
（
渡
た
き
り
な
ど
の
人
は
認

定
を
受
け
た
月
の
翌
月
）
か
ら
開

始
（
た
だ
し
、
誕
生
日
が
月
の
初

日
の
人
は
そ
の
月
か
ら
）
き
れ
ま

す
。
査
格
取
得
及
び
手
続
き
に
つ

い
て
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

◎
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

お
年
寄
り
が
受
診
す
る
と
き
は

健
康
手
帳
、
老
人
医
療
受
給
者
証

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険

証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
き
い
。

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
お
医
者
ざ

ん
に
か
か
る
と
き
は
、
一
つ
の
医

療
機
関
に
つ
き
、
一
部
負
担
金

（
表
２
参
照
）
を
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
入
院
時
に
お

け
る
食
事
療
養
費
の
自
己
負
担
金

|鵡苧蕊’
こんなとき仁

は届け出を
必要 な も の いつまでに 吟

仔

すみやかに（70歳に
到達する月の初めに

受給資格取得届書を
郵送します。

70 歳に

なったとき
印鑑・被保険者証

戸

転入したとき｜印鑑.被保険者証’14日以内に

転出するとき 転出するとき
印鑑・健康手帳

老人医療受給者
証

▼表2．－部負担金 に
つ
い
て
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

◎
医
療
賀
の
支
給

次
の
よ
う
な
場
合
、
定
め
ら
れ

た
基
準
額
で
払
い
戻
し
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

①
医
師
が
必
要
だ
と
認
め
た
コ
ル

セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
代

②
基
準
看
謹
を
実
施
し
て
い
な
い

医
療
機
関
に
入
院
し
た
場
合
の
付

き
添
い
看
謹
料

③
急
病
で
や
む
を
え
ず
医
者
に
か

か
っ
た
と
き
の
治
療
渋

④
そ
の
他

◎
交
通
事
故
と
老
人
医
療

死亡したとき
14日以内に

住耐竣わったとき

園添険力痩わった

とき‘喪失したとき

印鑑･俄保険者証健康

手帳･老順耀纈獄
すみやかに

’65歳以上で渡

たきりなどに

なったとき

印霊･彼保険者証身体

鰐者手帳,国民年金
鵜また'ま診断書

｜
’

なるべく早く認定の

手続きを ’ ’ ’

1

▼表3．入院時の食事療養費自己負担金

人
保
健
医
療
費

高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
・

疾
病
織
造
の
変
化
に
よ
り
、
国
民

医
療
費
は
毎
年
１
兆
円
ず
つ
増
加

し
、
平
成
６
年
度
は
奉
兆
円
（
国

民
１
人
当
た
り
加
万
５
０
０
０
円
）

で
、
そ
の
う
ち
老
人
医
療
費
が
全

体
の
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
度
、
市
の
老
人
保
健

医
療
の
対
象
者
は
７
５
６
９
人
で
、

医
療
費
総
額
は
“
億
５
５
１
０
万

円
（
前
年
度
比
９
．
４
許
増
）
。

１
人
当
た
り
の
医
療
費
（
下
表
参

照
）
は
翫
万
５
０
０
０
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
４
．
２
軒
増
加
し

て
い
ま
す
。
主
な
病
気
の
内
訳
は
、

高
血
圧
や
心
臓
病
な
ど
の
循
環
系

疾
患
が
第
１
位
と
な
り
、
次
い
で

眼
・
耳
な
ど
の
神
経
系
及
び
感
覚

器
疾
患
、
骨
組
し
よ
う
症
、
関
節

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
賜

害
を
受
け
た
場
合
で
も
老
人
保
健

で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

場
合
、
警
察
と
市
の
高
齢
者
福
祉

課
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

我
孫
子
市
の
老

医
療
費
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

疾
患
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
期
を
健
や
か
端

に
過
ご
す
た
め
に
琴

お
年
寄
り
は
、
病
気
に
か
か
り
勝

や
す
く
、
い
く
つ
か
の
病
気
を
合
▽

わ
せ
持
っ
て
い
る
ほ
か
、
成
人
病
《

な
ど
の
慢
性
の
病
気
も
多
く
治
り

に
く
く
、
い
っ
た
ん
入
院
す
る
と

入
院
期
間
が
、
〃
長
期
化
〃
す
る

な
ど
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
を
転
々
と
変
え
た
り

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
に

か
か
る
こ
と
は
、
医
療
費
を
無
駄
移

に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
病
気
を
推

悪
化
き
せ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
麺

市
で
住
老
人
保
健
事
業
と
し
療

て
、
如
歳
か
ら
健
康
手
帳
の
交
付
、
唾

健
康
教
育
、
健
康
相
談
を
は
じ
め
、
僻

健
康
診
査
、
訪
問
指
導
等
を
実
施
老

し
て
い
ま
す
の
で
識
極
的
に
活
▼

リ
ュ
ウ
マ
チ
《
胃
な
ど
の
消
化
系
用
し
、
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

市
に
は
、
市
民
図
脅
館
本
館

（
市
民
会
館
内
）
と
分
館
が
２

館
（
湖
北
台
・
布
佐
）
、
移
動

図
書
館
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
が
あ

り
ま
す
。

現
在
、
市
民
図
識
館
に
は
、

約
窃
万
冊
の
本
を
所
蔵
し
、
市

民
の
皆
ざ
ん
が
生
涯
学
習
の
場

と
し
て
広
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

4月が己市民図書館の

開館騎間が変わりきす 二
口
■
全
●
幸

高
齢
期
を
健
や
か
に
過
ご
す
た

め
に
も
、
定
期
的
な
健
康
診
断
を

受
け
、
一
人
ひ
と
り
が
心
身
の
予

防
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課

霊
（
妬
）
１
１
１
１
内
線
３
８
３

図
書
館
は
、
平
成
４
年
か
ら

祗
算
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
本

館
・
分
館
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結

び
、
〃
見
た
い
読
み
た
い
〃
蔵

瞥
や
貸
し
出
し
の
状
況
な
ど
を

瞬
時
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
皆
ざ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
図
醤
館
は
、

４
月
２
日
（
火
）
か
ら
開
館
時
間

を
従
来
よ
り
釦
分
早
め
て
、
午

前
９
時
釦
分
（
現
行
、
午
前
ｍ

時
）
か
ら
開
館
す
る
こ
と
に
な

り
、
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

▼
開
館
日
４
月
２
日
（
火
）
か

ら
（
午
前
９
時
釦
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
）

▼
休
館
日
毎
週
月
峨
日
と
第

１
水
峨
日
、
国
民
の
祝
日
、
年

末
年
始
及
び
特
別
整
理
期
間

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館

壷
（
謎
）
１
１
１
０

5年度'6年度’

’7,210人7,569人

目坪成3年度'4年度
ｊ
■
■
■
一
■
■
■
■
■
■
１
４
１
■
Ｆ
Ⅲ

平均受給者数 6.558人 6878人 7,569人7,210人

511.000円)儲糺繍 528,000円 552,000円 575,000,円

A鴬&側 475.000円 492,000円

’
543,000円512,0001円

－

－

下 総基地の米軍機使用絶対反 対
I

1 2 3 4 5 6 7

中
央
公
民
館

湖
北
地
区
公
民
館

つ
く
し
野
支
所

湖
北
台
支
所

布
佐
支
所 ’

根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

入院

(旧につき）

外来

(1月につき）

(平成8年3月まで）

710円

(平成8年4月から
9年3月まで）

1,010円(平成8年3月まで）

1,020円(平成8年4月から9年3月まで）

ただし、市民税が非

課税世帯で､老齢福
祉年金を受給してい

る人は2か月を限度

として1日300円負担

一般加入者

市民税非課

税の世帯

市民税が非課税世帯で老齢
福祉年金を受給している人

入院が90日までの人

入院が90日を超える人

1日

1日

1日

1日

600円

450円

300円

200円
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自
鬮
卓
駐
車
渇
壱
利
囿
し
宝
し
患
う

-－－．

/〆~、

駅
前
放
置
自
転
車
の
追
放
に
ご
協
力
を

３

I
｡

七
『

我
孫
子
駅
、
天
王
台
駅
周
辺
の

放
證
自
転
車
が
、
大
変
目
立
っ
て

い
ま
す
。
放
透
自
転
車
は
街
の
美

観
を
授
な
う
ば
か
り
か
、
歩
行
者

や
車
両
通
行
の
障
害
と
な
り
、
渋

滞
や
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
放
澁
自
転
車
対
策
と

し
て
、
各
駅
に
自
転
車
駐
車
場
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
街
頭
指
導

や
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

放
翫
自
転
車
を
な
く
す
た
め
、

皆
さ
ん
、
自
転
車
駐
車
場
を
識
極

的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
方
法

利
用
す
る
駐
車
場
（
下
表
参
照
）

へ
、
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
利
用
は
「
年
度
ご
と
に
切
り
替

え
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
在
利
用

し
て
い
る
方
も
、
４
月
か
ら
の
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

銃
の
な
い
安
全
な
社
会
を
め
ざ

し
て
、
平
成
５
年
７
月
に
銃
刀
法

が
改
正
さ
れ
、
け
ん
銃
を
不
法
に

所
持
し
て
い
た
場
合
の
嗣
則
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
み
ず
か
ら
進
ん
で
警
察

に
け
ん
銃
を
届
け
出
た
場
合
は

刑
が
軽
減
、
ま
た
は
免
除
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
遺
品
の
中
か

ら
け
ん
銃
を
見
つ
け
困
っ
て
い
る
、

暴
力
団
か
ら
抜
け
る
の
で
け
ん
銃

を
処
分
し
た
い
な
ど
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
警
察
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 １

１
１
Ｉ
ｊ
１
１
Ｎ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｉ
Ⅷ
１
４
１
１
１
剛

▼
受
付
期
間
定
期
使
用
・
・
・
利
用

し
た
い
月
の
前
月
即
日
か
ら
月
末

ま
で
（
た
だ
し
、
日
雌
日
は
除
く
）

一
時
使
用
・
・
随
時

▼
使
用
料
金
定
期
使
用
（
１
か

月
）
。
：
８
０
０
円
、
一
時
使
用
：
、

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交

通
防
犯
係
垂
（
配
）
１
１
１
１

昨
年
、
千
葉
県
警
で
は
、
“
丁

の
け
ん
銃
を
摘
発
し
ま
し
た
が
、

千
葉
県
下
に
お
い
て
も
、
一
般
市

民
が
け
ん
銃
の
被
害
者
に
な
る
事

件
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

け
ん
銃
を
届
け
出
ず
に
所
持
し

て
い
て
、
誰
か
が
持
ち
出
し
、
誤

っ
て
人
を
傷
つ
け
た
り
、
犯
罪
に

使
わ
れ
て
、
尊
い
命
を
奪
っ
た
り

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
『
お
心
当

た
り
の
方
は
、
今
す
ぐ
警
察
に
申

し
出
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

生
活
安
全
課
念
壷
）
０
１
１
０
内

線
２
６
４

’
１
１
１
１
‐
１
－
ヶ
■
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ｉ
Ｐ

４
４
Ｊ
も
‐
、
‐
・
■
Ｊ
■
Ｐ
ｑ
４
４
月
伊
則
■
ｑ
し
ｌ
ｐ
Ｌ
，
同
０
１
■
■
ロ
■
■
■
■
Ｂ
ｓ
ｇ
■
Ｕ
■
‐
‐
１
．
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

、_ノ

庭
児
一
相
談
室
の
ご
利
用

家
相
談
日
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
日

を

（
祝
日
を
除
く
）

Ｐ

Ｌ
相
談
時
間
午
前
側
時
か
ら
午
後
４
時
４

可

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

４

，
最
近
若
い
世
代
の
人
た
ち
が
家
族
の
方
か
ら
の
相
談
を
お
受
け
▼
相
談
日
時
祝
日
を
除
く
毎
週

い
じ
め
を
苦
に
み
ず
か
ら
の
命
を
し
て
い
ま
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
午
前
、
時
か

絶
つ
と
い
う
事
件
が
相
次
ぎ
、
大
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
ら
午
後
４
時
禿
だ
し
、
正
午
か

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
守
ら
れ
ま
す
。
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
い
じ
自
分
だ
け
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
▼
連
絡
先
。
問
い
合
わ
せ
家
庭

め
を
は
じ
ぬ
非
行
登
校
拒
否
ず
に
、
お
気
軽
Ｅ
」
相
談
く
だ
さ
児
童
相
談
室
容
蕊
）
１
１
１
１
内

な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
本
人
や
ご
い
。

線
３
５
２

銃
砲
。
刀
剣
の

一
斉
検
査
を
実
施

銃
砲
（
猟
銃
・
空
気
銃
）
や
刀

剣
等
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
３
月
お
日
（
土
）
午
前
９

時
鋤
分
か
ら
午
後
２
時

▼
場
所
我
孫
子
警
察
署

▼
持
参
＊
銃
砲
（
猟
銃
・
空
気

銃
）
＊
刀
剣
等
＊
所
持
許
可

証
＊
使
用
実
繊
報
告
書
（
銃
砲

に
限
る
）

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

生
活
安
全
課
金
（
理
０
１
１
０

庭
骨
Ｉ
ｎ

ｌ

ｌ
ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｔ
ｒ
Ⅱ
■
ず
■
寺
足
ｄ
８
■
■
ロ
■
〃
Ⅱ
守
口
１
口
■
●
。
＆
■
■
丑
牙
・
Ｊ
１
■
ｑ
１
０
ｒ
鳥
肌
別
刷
Ⅱ
写
Ｊ
■
●
１
Ｕ
ｑ
８
ｐ
ｄ
■
Ⅵ
１
口
仇
心
■
１
１
う
ｔ
苫
■
５
Ｊ
届
馨
■
ロ
Ｂ
ａ
■
■
丑
母
な
ｐ
ｑ
Ｉ
Ｊ
１
Ｐ
ｆ
Ｔ
・
〃
■
乃
口
。
■
■
■
｜
ｆ
■
１
回
Ｅ
Ｚ
曽
凸
亜
画
Ⅱ
１
口
■
■
Ｊ
写
自
宅
・
■
ロ
、
ｑ
日
１
，
１
口
ｌ
辺

ツヲ」市民ブﾗザバｿｺ弓ﾉ教室『PCカレ

パソコン通信の講座も開設’
Cカレッジ講座

用
ｄ
■
必
Ｑ
ｌ
ｌ
ｌ
０
ｑ
ｇ
■
紬
口
且
紅
釦
‐
日
。

諦
座
以
外
の
時
間
に
健
パ
ソ
コ

ン
を
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
繰

り
返
し
練
習
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
パ
ソ
コ
ン
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
学
生
の
方
は
特
別
料
金
で

学
生
の
方
が
３
．
４
月
に
一
太

郎
、
エ
ク
セ
ル
初
級
編
を
受
講
さ

れ
ま
す
と
、
受
鱗
料
が
学
生
料
金

（
１
万
５
０
０
０
円
）
に
な
り
ま

す
。
申
し
込
む
際
に
、
学
生
証
を

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
乃

耐
堅
狂
）
で
は
、
協
会
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
と
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

同
協
会
は
、
市
内
在
住
の
外
国

人
と
の
交
流
を
中
心
に
、
世
界
の

国
々
と
の
友
好
と
相
互
理
解
を
図

る
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
感
性
で
、
協
会
に
ふ

さ
わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
キ

（ ）我孫子市国際交流協会(AIRA)

ｼｿポﾙﾏー ﾜ･イメージ

ｷﾔﾗﾜﾀー を募集します
§

一

プら 持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
パ
ソ
コ
ン
相
談
も
ご
利
用
を

毎
月
第
４
金
唯
日
午
前
、
時
か

ら
正
午
ま
で
、
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で

も
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

休
館
日
｛
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
参

照
）
を
除
く
毎
日
、
午
前
加
時
か

ヤ
ラ
ク
タ
ー
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
作
品
＊
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
：
・
３
準
×
３
諺
以
内
＊
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
…
５
巷
×
５

諺
以
内
、
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
用
紙

ま
た
は
ケ
ン
ト
紙
に
作
品
を
描
き
、

余
白
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
（
作
品
は

１
色
で
描
い
て
く
だ
さ
い
）

▼
賞
＊
採
用
作
品
・
・
・
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
も
各

１
点
（
５
万
円
相
当
の
謝
礼
を
進

呈
）
＊
佳
作
…
各
２
点
（
５
０

０
０
円
相
当
の
謝
礼
を
進
呈
）

＊
一
次
選
考
通
過
作
品
…
各
如
点

（
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
進
呈
）

※
作
品
の
版
権
は
協
会
に
帰
属

▼
発
表
７
月
発
行
予
定
の
協
会

報
「
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
」
誌
上
で
発
表

▼
応
募
資
格
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
封

書
で
５
月
型
日
（
金
・
必
着
）
ま

で
に
我
孫
子
１
４
２
の
１
市
民
プ

ラ
ザ
内
我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局
盃
（
認
）
１
２
３
１
へ

※1単元は、90分間です。

※受講料は､いずれもテキスト代を含む。

また、パソコン通信講座は、通信代も

含みます。

※パソコン通信講座は、パソコンでの文

字入力ができる方が対象です。

氏名

石井靖男

別府孝子

表てる子

惣緊三郎

杉111消吉

住所

布佐2224

船戸2-9-32

白山3-5-27

我孫子563←10

湖北台5-5-21

電騒番号

(89)2351

(84)2

(85)0396

(82)2061

(88)4655

け
ん
銃
の
不
法
所
持
は
や
め
ま
し
ょ
う

１
１
上
關
圃
圃
囚
國
團
閻
閲
圓
圓
干
ｌ
‐

我孫子駅北口

自転車駐車場

冠(83)4191

サイクルパーク.

天王台南

念(85)8336

収容台数

3,200台

2,200台

受付時間

6；00～10：O0
C

16：00～21：00

6：00～10：00

16：00～19：00

国民健康保険税は
州
“
な

納めました

納税には便利

口座振替のご利用を

国
民
健
康
保
険
税
の
第
ｍ
期
は
、
高
が
十
分
か
ど
う
か
、
も
う
一

４
月
１
日
（
月
）
が
納
期
で
す
。
度
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
に
◎
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
税
口
座
振
替
は
、
市
内
各
金
融

な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
機
関
（
郵
便
局
は
除
く
）
で
手

全
な
運
営
の
た
め
に
、
保
険
税
の
続
き
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
確
認
を
用
く
だ
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

口
座
振
替
の
方
は
、
口
座
の
残
保
険
税
係
云
（
題
１
１
１
１

講座名

一太郎

(ワープロ）

エクセル

(表計算）

初級

中級

ビジネス編

ウィンドウズ3.1

ウインドウズ95

パソコン通信

単元

8

８
４
８

ｈ
，
え
Ａ
ｌ

1

2

4

受講料

20,000円

20,000円

15,000円

28,000円

2,300円

4,600円

12,300円
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［竺黙］
送り付け商法

｜鰐夛勤にご注意を

「
微
生
物
の
働
き
で
汚
泥
で
も

い
い
堆
肥
に
変
わ
り
、
こ
の
堆
肥

を
混
ぜ
た
土
で
育
っ
た
花
は
鮮
や

か
で
、
野
菜
も
味
が
違
う
」
と
笑

顔
を
見
せ
る
森
忠
洋
ざ
ん
。

昔
か
ら
微
生
物
を
活
用
し
て
き

た
艇
業
に
『
潔
境
浄
化
の
大
き
な

可
能
性
を
見
い
だ
し
、
昨
年
９
月

に
大
学
を
退
職
し
て
艇
業
・
林
業
．

漁
業
と
深
い
関
連
を
持
た
せ
た
有

機
物
総
合
処
理
査
源
化
の
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め
た
。

大
学
で
合
成
化
学
を
学
ん
だ
後
、

企
業
の
研
究
室
で
合
成
ゴ
ム
な
ど

を
研
究
し
て
き
た
が
、
「
即
物
的
な

合
成
化
学
に
失
望
し
、
心
に
響
く

よ
う
な
仕
率
を
し
た
苫
と
諏
歳

の
時
に
大
学
の
研
究
室
に
戻
る
。

応
用
微
生
物
学
の
研
究
を
し
な

い
が
４
Ｆ
ｒ
独
ｒ
１
１
が
り

剛
有
機
物
の
循
環
で
沼
の
浄
化
を

注
文
も
し
て
い
な
い
の
に
、
仏

具
や
神
具
、
単
行
本
、
ビ
デ
オ
ソ

フ
ト
等
の
商
品
が
送
ら
れ
て
き
て
、

一
方
的
に
代
金
を
舗
求
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
商

法
は
、
送
り
付
け
商
法
（
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
悟
た
と
い
わ
れ
る

も
の
で
、
福
祉
を
鰯
り
、
人
の
善

意
に
つ
け
こ
ん
だ
商
品
販
売
が
多

く
行
わ
れ
て
お
り
、
別
名
「
福
祉

商
法
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
代
金
引
換
郵
便
制

度
を
悪
用
し
て
送
り
付
け
、
受
け

取
っ
た
人
に
、
家
族
が
申
し
込
ん

だ
も
の
と
勘
違
い
さ
せ
て
代
金
を

回
収
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
送
り
付
け
ら
れ
た
と
き
は

商
品
が
送
り
付
け
ら
れ
た
と
き

は
、
業
者
か
ら
の
一
方
的
な
契
約

の
申
し
込
み
行
為
で
す
か
ら
、
受

け
取
っ
た
人
が
承
諾
し
な
け
れ
ば

売
買
契
約
は
成
立
せ
ず
、
代
金
の

支
払
い
義
務
も
生
じ
ま
せ
ん
。

が
ら
、
昭
和
卿
年
か
ら
日
本
下
水

道
事
業
団
で
、
川
や
湖
の
富
栄
養

化
調
査
や
下
水
道
汚
泥
の
コ
ン
ポ

ス
ト
化
も
手
が
け
て
き
た
。

詔
年
か
ら
は
島
根
大
学
腱
学
部

で
宍
道
湖
等
の
環
境
調
査
・
研
究

を
行
い
、
艇
業
・
林
業
・
漁
業
が

環
境
の
浄
化
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
。
微
生

物
に
よ
る
有
機
物
の
分
解
に
関
す

る
研
究
結
果
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国
に

紹
介
き
れ
る
と
、
問
い
合
わ
せ
の

電
話
が
殺
到
し
、
こ
う
し
た
産
業

と
連
盤
し
た
浄
化
の
取
り
組
み
の

必
要
性
を
強
く
実
感
し
た
。

「
手
賀
沼
で
も
、
昔
は
底
泥
や

水
草
を
取
り
堆
肥
と
し
て
活
用
し

た
り
、
魚
介
類
を
取
っ
た
り
し
て
、

機
械
を
使
う
よ
り
効
率
的
に
多
く

の
栄
養
塩
を
水
中
か
ら
回
収
し
て

みどりとみず’

緑土水の環境塾･緑土
水の研究所を設立した
もりただひろ

森忠洋さん

(湖北台）

い
た
。
こ
う
し
た
生
物
を
使
っ

た
浄
化
の
方
法
を
回
復
し
、
有

機
物
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
」
と
、
力
説
す
る
。
大
山
・

み
ど
り
と
み
ず

奥
出
雲
・
我
孫
子
に
「
緑
土
水

の
環
境
塾
」
「
緑
土
水
の
研
究

所
」
を
設
立
し
、
農
業
や
漁
業

を
は
じ
め
幅
広
い
人
た
ち
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
、
有
機
的
な

地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
。

現
在
、
全
国
に
有
機
物
総
合

査
源
化
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る

た
め
に
各
地
を
駆
け
回
り
、
好

き
な
テ
ニ
ス
も
で
き
な
い
ほ
ど

多
忙
な
毎
日
だ
が
、
今
後
は
、

「
手
賀
沼
の
ほ
と
り
に
有
機
物

総
合
資
源
化
セ
ン
タ
ー
を
つ
く

り
、
浄
化
に
役
立
て
た
ど
と

意
欲
を
見
せ
る
。
認
歳
。

（

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
老
後
に

備
え
て
、
も
う
一
度
年
金
の
大
切

さ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

３
月
は
、
今
年
度
最
後
の
国
民

年
金
保
険
料
納
付
促
進
月
間
で
す
。

保
険
料
は
も
う
納
め
ま
し
た
か
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
不
慮
の

事
故
な
ど
の
際
に
障
害
基
礎
年
金

予
防
の
集
合
注
射
は
４
月
に
実
施

昨
年
、
狂
犬
病
予
防
法
の
一
部
録
や
鑑
札
再
交
付
等
の
申
請
は
、

が
改
正
さ
れ
、
毎
年
義
務
づ
け
ら
４
月
に
行
う
狂
犬
病
予
防
の
集
合

れ
て
い
た
犬
の
登
録
は
、
生
涯
に
注
射
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
が
、

１
回
と
な
り
、
ま
た
、
犬
の
動
態
平
成
７
年
度
に
他
市
で
登
録
し
、

を
つ
か
む
た
垣
飼
い
犬
の
所
在
本
市
に
転
入
し
て
き
た
場
合
は
会

が
変
わ
っ
た
等
、
異
動
が
あ
っ
た
場
で
は
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。

場
合
な
ど
、
変
更
届
の
提
出
が
義
事
前
に
変
更
届
を
提
出
し
て
お

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
い
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合
の
登
※
狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射
日
程

あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、
３
月

お
日
（
土
）
か
ら
手
黄
沼
公
園
の
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
と
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
営

業
を
再
開
し
ま
す
。

咽
泓
聯
蹴
舗
鶴
蜘
鵬
梨
蛎
峅
Ｉ
鮒

〃

判

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
ば
か
り
か
、
未
納

期
間
が
長
く
な
る
と
老
齢
基
礎
年

金
さ
え
も
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
保
険
料
は
忘
れ
ず

に
納
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
云

弱
）
１
１
１
１
内
線
３
５
５

暖
か
な
春
の
風
を
う
け
な
が
ら

小
冬
な
旅
気
分
や
手
賀
沼
沿
い
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
、
ぜ
ひ
ご
家
族

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
営
業
日
３
月
詔
日
（
土
）
か

ら
４
月
７
日
（
且
、
４
月
”
日

ｈ

主
）
か
ら
５
月
６
日
（
月
）
の
毎
日
『

お
よ
び
ｎ
月
鋤
日
王
）
ま
で
の
土
・

日
曜
日
・
祝
日
（
た
だ
し
雨
天
・

荒
天
は
除
く
）

▼
営
業
時
間
午
前
、
時
か
ら
午

後
４
時

▼
場
所
手
賀
沼
公
園

▼
料
金
◎
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
…
１
周
１

０
０
円
◎
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
・
．

３
時
間
５
０
０
円
（
３
時
間
以
降

１
時
間
延
長
す
る
ご
と
に
１
０
０

円
）
小
学
生
以
下
は
半
額

▼
問
い
合
わ
せ
あ
ゆ
み
の
郷
公

社
霊
魂
）
１
１
３
０
ま
た
は
商
エ

観
光
課
云
（
理
１
１
１
１
（
い
ず

れ
も
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
休
曇

表
は
、
広
報
あ
び
こ
４
月
１
日
号

で
掲
載
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

霊
（
師
）
１
１
３
１

あ 一
』

が
剛
、

？
し〆一、

二
月
の
末
の
ス
ギ
林
で
、
枝
先

お
ぱ
な

に
小
さ
な
雄
花
を
沢
山
つ
け
た
ス

ギ
の
木
を
見
か
け
ま
し
た
。
長
さ

が
五
ミ
リ
ほ
ど
の
雄
花
が
春
先
に

開
花
し
、
風
が
吹
く
と
、
花
粉
が

煙
の
よ
う
に
舞
い
上
が
り
ま
す
。

ス
ギ
の
花
粉
は
花
粉
症
の
原
因
と

な
る
の
で
、
近
年
花
粉
予
報
が
出

き
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。た

ま

ス
ギ
の
雄
花
は
杉
鉄
砲
の
弾
と

街の美化と資源
の回収に協力 串ス

弓

すぎ科下ケ戸子ども会が｢ﾗｲﾄブﾙー 少年賞｣を受賞

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
機
運
を

県
内
全
域
に
広
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
昭
和
甥
年
に
創
設
さ
れ
た

も
の
。下

ケ
戸
子
ど
も
会
で
は
、
巧
年

間
継
続
し
て
毎
月
の
第
２
土
曜
日

を
ク
リ
ー
ン
作
戦
日
と
定
め
、
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
で

空
き
カ
ン
や
ピ
ン
な
ど
を
拾
っ

た
り
、
収
集
し
た
り
し
て
査
源

回
収
日
に
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
、
街
の
美
化
と
と
も
に

査
源
回
収
に
も
協
力
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
受
蛍
は
、
こ
う

し
た
地
道
な
活
動
が
地
域
の
人

た
ち
の
美
化
意
識
を
も
高
め
、

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
放
澄
が
減

少
し
た
こ
と
が
商
く
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

に
霞
た
な
び
く
春
は
来
ぬ
ら
し
」

（
万
葉
集
巻
十
）

ス
ギ
の
語
源
は
真
っ
直
ぐ
伸

す
さ

び
る
木
、
直
木
だ
と
い
わ
れ
ま

す
。

日
本
で
は
、
ス
ギ
は
最
も
長

寿
で
最
も
大
き
く
な
る
木
で
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

下
ケ
戸
子
ど
も
会
（
会
員
１
０

４
人
）
が
、
県
の
平
成
７
年
度

「
ラ
イ
ト
プ
ル
ー
少
年
賞
」
に
選

ば
れ
、
２
月
過
日
（
月
）
県
知
事
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
）
。

同
黄
は
、
青
少
年
の
善
意
や
親

切
心
に
基
づ
く
善
行
を
毎
年
表
彰

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
践
運
を

し
て
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
の
茎
に

詰
め
て
飛
ば
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。

葉
は
晩
秋
に
な
る
と
、
ア
ン

ト
シ
ア
ン
と
い
う
赤
い
色
素
が

で
き
る
た
め
赤
味
を
帯
び
ま
す
。

し
か
し
、
春
に
な
る
と
再
び
緑

色
の
葉
に
も
ど
り
ま
す
。

数
百
年
以
上
の
歳
月
を
経
た

杉
の
巨
木
が
生
い
茂
る
寺
社
に

も
う詣

で
る
と
、
荘
厳
な
雰
囲
気
と
、

霊
気
で
身
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

い
に
し
え

「
昔
の
人
の
植
え
け
む
杉
が
枝

１
１

－

老
後
に
備
え
て
国
民
年
金
に
加
入
を

一
Ｊ

佐布削

手賀沼公園多目的広場

中央
公民館
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蒲生
シ練習日・場所毎週火曜日午後

1時30分から3時、湖北地区公民

館（ただし、場所が確保された場

合に限る）

し対象初心者

し会費月額2500円（入会金2000

円）

し申し込み・問い合わせ電話で

渡辺冠(82)8404へ

印鑑登録証の磁気カードへの交

換・発行手続きを次のとおり行い

ますので、ぜひ、ご利用ください。

腰日時・場所3月17日(日)午前

9時から午後5時、市役所市民課

し問い合わせ市民課査(85)1111

(湖北台

し童格障害児教育に理解のある

45歳以下の方

惨採用期間臨時職員登録者の中

から4月以降必要に応じて採用

し勤務時間・貫金児童が学校に

いる時間（1日約6時間）で1か

月15日程度、時給950円

傷申し込み・問い合わせ臨時職

員登録申込書（学校教育課に用意）

に必要事項を明記し、教育委員会

学校教育課盃(85)1151へ持参（登

録は随時受け付けています）

’
●．●

シ対象現在登録業者とみなされ

ている方（|日許可業者）と新規に

米穀販売業を始めだい方

陵申請期間4月1日(月)から30

日(火）（土・日曜日、祝日を除く）

※詳しくは、県農政課公043(223）

2814、市商工観光課公(85)1111へ

三二h画

尚
町
側
Ⅲ
ｕ
口
‐
Ｌ
｝
‐
１
９
耐
■
１
乢
ｌ
創
出
‐
Ⅲ
刷
川
町
酬
、
Ⅲ
Ⅷ
１
１
１
側
肌
副
別
閏
判
酬
叫
飢
園
引
Ⅲ
Ⅱ
刷
叩
川
幽
Ⅷ
日
ｊ
可
叫
刎
刈
Ⅱ
、
Ｊ
Ⅱ
Ｉ
Ｊ
Ｍ
、
Ｉ
‐
、
Ｊ
も
Ｌ
，
ｌ
‐
」
ｑ
Ｉ
Ｉ
‐
’
１

少学習日・場所4月13日から毎

月第2．4土曜日午後1時30分か

ら4時30分、市民会館（ただし、

場所が確保された場合に限る）

し内容シルクロード中心の東西

文化交釿i史

し問い合わせ松原丑(91)1722

シ日時3月31日(日)午前9時天

王台駅改札口集合（小雨決行）

し見学先最勝院、香取神社、水

神山古墳入滝不動、一里塚など

し参加愛200円（資料代含む）

し申し込み・問い合わせ電話で

3月29日(金)までに越岡冠(84)20

47へ

’ ’
⑳⑤⑪圃慰し日時3月18日(月)午後1時30

分から3時（参加費無料）

し場所身体障害者福祉センター

しテーマ食べる機能の障害に対

するリハビリテーション
も6燈哩惟ろ批

屡講師稲田晴生（干葉リハビリ

テーションセンター医師）

し問い合わせ身体障害者福祉セ

ンター密(88〕0141

※当日は、湖北駅北口から無料送

迎バス（午後1時20分発）を運行

しますので、ご利用ください。

修日時・場所4月5日、12日、

19日、26日、5月10日の金曜日午

後1時30分から3時、中央公民館
にL鰹でよしえ

い講師西舘与四衛

炉定員先着30名（参加費無料）

し申し込み・問い合わせ電話で

教育委員会市史編さん室云(85)11

51へ

h

▼社会福祉事業基金にと東我孫子

カントリークラブ様からチャリテ

ィゴルフでの収益金19万8460円の

寄付がありましだ。

▼福祉のためにと社会福祉協議会

へ、第一生命労働組合柏営業職支

部様から5万円、中村トク様(寿）

から3万円の寄付がありました。

’
惨日時・場所3月30日、4月6

日、13日、27日の土曜日午後1時

30分から5時、市民ブラザ

レ内容文章・エッセーの書き方

医定員先着30名（参加費無料）

難協駛駕の雲で’

し曰時・場所3月31日(日)午後

1時30分から3時30分、市民プラ

ザ（参加費無料）

伝内容筆談機の説明、簡単な読

話の講習

し対象中途失聴者・難聴者

シ問い合わせ岩丸壷(85)2285

（ファクシミリ兼用）

’ｐ

’ し内容①特別養護老人ホームで

高齢者の生活介助、買い物、外出

などの手伝い②同園内デイサー

ビスセンターで高齢者の介助、リ

ハビリ、趣味・講座などの手伝い

（①．②とも事前に講習を受けて

いただきます）

し説明会日時4月11日(木)午前

10時から正午

少場所特別養護老人ホームr和

楽園」

伝申し込み・問い合わせ電話で

社会福祉協議会狂(84)1539へ

※当日は、湖北駅北□から無料送

迎バス（午前9時45分発）を運行。

回国国凰’ ’

’
’

’日時4月14日(日)午前9時受

付、9時30分試合開始

し場所市民体育館

し参加貢格市内在住、在勤、在

学 者

ら種目A･･新人の部B…マス

ターズの部（過去の新人戦優勝者

及び他大会の決勝進出者）による

一般男女シングルス及びダプルス

レ参加費シングルス600円､ダブ

ルス1200円

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号、大会名、

団体名、種目を明記し、3月25日

（月．必着）までに高野山466徳

永礼弄塞(84)4848へ

１
１’

◎季節の家庭料理講習会（全10回）

惨日時・場所4月から毎目第2

火曜日午前10時から午後1時、天

王台北近隣センター（ただし、場

所が確保された場合に限る）

し定員先着24名

し費用1万6500円（材料代含む）

い申し込み．問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、電話番号を明

記し、つくし野6の20の2川田靖

子壷(84)2528へ

◎バンとお菓子講習会（全10回）

杉日時・場所4月から毎月第'1

火曜日午前10時から午後1時、天

王台北近隣センター（ただし、場

所が確保された場合に限る）

し定員先着28名

し費用1万2000円（材料代含む）

し申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、電壼憲号号を明

記し、中峠1768の5津賀慶子壷

(87)2064へ

I
I

浄

’’
◎中央公民館

し練習日4月から毎月第1．3

土曜日午前g時から11時30分

．天王台湾年館

医練習日①4月から毎月第2．

4木曜日午後6時から8時②4

月から毎月第1．3日曜日午前9

時から11時

◎小暮庵（我孫子中学校裏）

修練習日4月から毎月第1．3

木曜日午後2時から4時

囮会費いずれも月額2000円

囮申し込み．問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、電話番号、

希望教室名、曜日を明記し、3月
っがわ

31日(日)までに緑1の6の43津川
二くし人

國神容(82)3032へ

鯛
唾
Ｓ
月

’ 月
一
火

と上 うぴ 竃 ん かい

◎土曜目クラス（全34回）
緯恥じがつに島主いいうど上うび

し日時5月11日から毎週十曜白
ご墓じ じ

午後2時から4時

似崖餅、餡萸基罠籠
か ようび ぎ人 かい

◎火曜日クラス（全35回）
に釣じがつかまい唖十か上うぴ

少曰時5月14日から毎週火曜日
ごぜんじぶ人ごご じぷ人

午前10時30分から午後0時30分
ぱLよしみん

し場所市民ブラザ
臆しとかくIﾕ

※いずれのクラスも場所が確保さ
ば あ ､ b か g

れた場所に限る
ひ上う

圏愛用いずれのｸﾗｽも蕪潤
姪い上司び

（だだし、テキスト代は実費）

画串し込み.商い合わせ篭詰で
品ぴこLこく冬いこうqげう§ようかい

我孫子市国際交流協会(AIRA)
蓮むら“

襄篭;局金(83)1231ヘ
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修日時4月13日(土)午前10時市

民会館駐車場集合（小雨決行）

沙見学先香取神社、水神山古墳

抄参加費1000円（昼食・資料代）

し申し込み・問い合わせ電話で

4月10日(水)まで|こ田宮査(84)67

34へ

※ガイトミクラブでは、新会員を募

集しています。

’ ’
シ内容懇談会やアンケートなど

により電力事業への提言

惨任期5月から平成9年3月

し対象・定員満20歳以上の女性

の方、15名

し申し込み・問い合わせハガキ
ふりがな

に郵便番号、住所、氏名、電話番

号、年齢、職業、応募の動機、他

のモニター経験を明記し、3月25

日(月)までに〒277柏市新柏1の

13の2東京電力柏営業所地域サー

ビス係へ盃(62)1301

匡曰時3月23日(土)から25曰

く月)午前10時から午後6時

〃場所市民プラザ（入場無料）

※期間中、無料講習会（残り糸利

用のブチマフラー初心者用）を併

せて開催します。

シ問い合わせ鈴木盃(84)1605

時
ゆ
り
一

し日時3月24日(日)午前10時か

ら午後3時（雨天の場合は31日に

順延）

し場所手賀沼公園多目的広場

修参加愛無料

※青空市では、当日出店を希望さ

れる方を募集しています。

少申し込み・問い合わせ電話で

篠原喬(84)5276へ

、

蕊
皇
炉し日時・場所3月21日(木)午前

10時から正午、市民会館

し参加蚕無料

い問い合わせ宮ll1a(82)2951

恐●F●も
零o●ずG妬

:噌今認･
●①●●0

も●●●●・訳･●●●●｡
壷日曜当番医＝テレホンサービス
壷休日叙急癖彪鼠日=休日栽急歯轆漂所(市民会鰔3)9:00~11:30

湖北ヨガ会員 順ｶードﾍ鮫換|姉早めに’

特殊学級介助員登録者

鴉賑鱸0鮒輸きを

ｼﾙｸﾛー ドｻー ｸﾉ陰員

我孫子の文化を守る会
｢史跡・文学散歩」

演会
故書臓入門認生(棚）

文章教室生

中途失聴｡難聴者の集い

和楽園ボランティア

お詫びと訂正

前号（1）面、国民健康保険

制度r医療費が高額のときは」

の記事中、（市・県民税非課

税世帯2万1000円）は、3万

5400円の誤りです。また、前

号(4)面、平成8年度グルー

プ生募集「丹田呼吸健康法」

の記事中く申し込み・問い合

わせは船戸1の8の30壷(82）
や堂のうらぎどこ

0847山内佐登子の誤りです。

お詫びして訂正します。

市民ﾗﾝｸ別卓球大会

自動車の登録は正確に

壽雪電鍵壁講習会

Z⑪⑳

21木

22金

23土

Z4e

25月

26火

27水

28木

29金

芯0土

”休日当番医＝テレホンサービス

K壷休日敦急歯科影療日=休日救急歯料診銅(市民会館内)9:､~11:30
壷市民図蓄館・つつじ荘・西部福祉センター休館

瞳診法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
壷鳥の博物館休館

壷市役所閉庁(一部の施設は除く）

壷日曜当番医＝テレホンサービス

[ず休日叙急歯科層療日=休日救急歯科診霞所(市民会館内)9:、~11:30

壷人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
壷心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
9壷水道料金納入期限＝口座振替日
・市民会館･市民図書館･鳥の博物館休館
〃市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館

壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
■

壷つつじ荘休館〃西部福祉センター休館

－消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

・国民年金保険料納期限＝口座振替日

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

ろle

画市役所閉庁(一部の施設は除く）

〃外国人相談＝市民ブラザ13:30～15:30
毒･少年の日

匿・日曜当番医＝テレホンサービス

壷休日救急歯科診騒日=休日叙急歯科診綴所(而民会館内)9:冊~11:30
－結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00
‘毒家庭の日

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
壷心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

〃市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
一つつじ荘休館壷･西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

我孫子市
吟詠連盟詩吟教室生

がいこ〈じん にばんごこようLつ

外国人のための日本語教室

Ｐ
４

？

あびこガｲドｸﾗブ見学会

東京電力ｻー ビｽﾓﾆﾀー

手工芸連盟グループ展
rグループ迪あみもの展」

青 空市

手づくりおもちゃ講習会

日曜当 涯・1週間の行事


